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五
月
の
空
に
こ
い
の
ぼ
り　

　　

片
添
ケ
浜
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
た
く
さ
ん
の
こ
い

の
ぼ
り
や
大
漁
旗
が
舞
い
、
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。
手
を
伸
ば
せ
ば
届
く
こ
い
の
ぼ
り
に
子
ど

も
達
も
大
喜
び
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
は
、
キ
ャ

ン
プ
を
楽
し
む
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
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持続可能な行政へ

待ったなし！行財政改革
　

本
町
の
財
政
は
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革
や
税
制
改
正
な
ど
に
伴
い
約
15
億
６
千
万
円
の
財
源
が
削
減
さ
れ
る
な
ど
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
前
の
平
成
15
年
度
と
平
成
19
年
度
を
比
較
す
る
と
、
削
減
額
の
88
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
約
13
億
８
千
万
円
も
の
地
方
交

付
税
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
町
の
よ
う
に
財
政
力
が
弱
く
、
自
主
財
源
に
乏
し
い
地
方
自
治
体
の
ま
さ
に
生
命
線

と
も
言
え
る
地
方
交
付
税
の
削
減
は
、
本
町
の
財
政
運
営
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
を
改
善
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
真
に
持
続
可
能
な
行
政
を
確
立
す
る
た
め
、
行
政
改
革
大
綱
お

よ
び
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
様
々
な
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を
行
い
、
財
源
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、「
待
っ
た
な
し
！
行
財
政
改
革
」
と
題
し
て
、
本
町
の
行
財
政
改
革
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
人
件
費
の
見
直
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

70億

75億

80億

85億

90億

95億

100億

　国が平成 15 年に発表した経済財政運営と構造改革に関
する基本方針「骨太の方針」の中で、平成 18年度までに、
国庫補助負担金の廃止・縮減、国から地方への税源移譲、
地方交付税の見直しの３つの改革を一体的に行い、地方分
権を推進することをいいます。

◆三位一体の改革（平成 16年度から平成 18年度までの
　３か年で実施）に伴う平成 18年度予算への影響額
国庫補助負担金の廃止・縮減 △ 2億 5864 万 1千円
国から地方への税源移譲 1 億 3539 万 2千円
地方交付税の見直し △ 9億 2955 万 5千円

差  引 △ 10億 5280 万 4千円

◆税制改革および交付税改革に伴う平成 19年度予算への
　影響額（平成 18年度と平成 19年度予算の比較）

税制改革 △ 5289 万 2千円
地方交付税の見直し △ 4億 5369 万 2千円

差  引 △ 5億 658 万 4千円

※三位一体の改革とは・・・
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職
員
人
件
費
の
う
ち
、
町
長
等
４
役
の
特
別
職
は
、
合
併
時
に
15
名
か
ら
４
名
と
な
り
、
ま
た
、
議
員
数
も

56
名
か
ら
26
名
に
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
１
年
間
で
約
１
億
８
千
万
円
の
経
費
削
減
と
な
り
ま
し
た
。
一

般
職
に
つ
い
て
も
、
退
職
不
補
充
を
原
則
と
し
て
、
合
併
時
の
３
８
１
名
か
ら
本
年
４
月
時
点
で
３
６
１
名
と

な
っ
て
お
り
、
給
料
で
約
１
億
円
の
財
政
効
果
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
さ
ら
な
る
定
員
の
適
正
化
を
図
り
、
人
件
費
総
額
の
削
減
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
お
よ
び
平
成
19
年
度
に
取
り
組
ん
だ
人
件
費
の
見
直
し
は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。

　平成 18年度に行った人件費見直しの概要

見直しの内容 実施時期 具体的な見直し方法 財政効果

特別職等の報酬の
削減

４月支給分から
町長、助役、収入役、
教育長報酬の５パー
セント減額

△ 170 万円

期末勤勉手当の役
職加算率の見直し

6月支給分から

旧給料表の主査以上
の職にある者の期末
勤勉手当の役職加算
の一律５パーセント
減額

△ 2070 万円

管理職手当の削減 ４月支給分から
管理職手当率の一律
２パーセント減額

△ 420 万円

合　計　額 △ 2660 万円

　平成１９年度から行う人件費見直しの概要

見直しの内容 実施時期 具体的な見直し方法 財政効果

特別職等の報酬の
削減

４月支給分から
町長10パーセント、
副町長、教育長報酬
の５パーセント減額

△ 220 万円

収入役の廃止 ４月１日から 収入役制度の廃止 △ 1340 万円

住居手当の削減 ４月支給分から

持ち家に係る住居手
当を従来は一律月額
2,000 円としていた
ものを、新築・購入
後５年間まで月額
2,500 円に変更

△ 326 万 4千円

通勤手当の削減 ４月支給分から
自家用車等使用者
の手当額の一律 20
パーセント減額

△ 835 万 1千円

合　計　額 △ 2721 万 5千円

「行政改革大綱」「集中改革プラン」の資料は、
町ホームページ（http://www.town.suo-oshima.lg.jp/）に掲載しています。
◆問い合わせ／政策企画課　☎７４‐１００５

職員人件費
総額の削減を
目指します

※平成 18 年度において見直しを行った期末勤勉
手当の役職加算率の見直しおよび管理職手当の削
減は、平成19年度においても継続して実施します。

２６６０万円
の人件費削減

２７２１万５千円
の人件費削減
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活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

学
校
統
合
を
進
め
ま
す

一　

答
申
の
全
文

　

高
度
に
発
展
す
る
文
明
社
会
の
も
と

国
際
化
、
情
報
化
が
進
む
中
で
、
子
ど

も
た
ち
に
は
「
確
か
な
学
力
」、「
豊
か

な
心
」、「
健
康
・
体
力
」
な
ど
知
・
徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
「
生
き
る
力
」

の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
少
子
化
が
進
む
本
町
に
お

い
て
は
、
半
数
以
上
の
中
学
校
は
１
校

30
人
以
下
の
小
規
模
校
で
あ
り
、
固
定

さ
れ
た
生
徒
の
人
間
関
係
は
、
学
習
面

の
序
列
の
固
定
化
を
は
じ
め
、
体
育
的

行
事
や
文
化
的
行
事
な
ど
、
小
規
模
校

ゆ
え
に
支
障
を
き
た
す
面
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
変
化
の
激
し
い
時
代

に
対
応
で
き
る
学
校
教
育
の
創
造
を
め

ざ
す
た
め
に
適
正
規
模
に
よ
る
学
校
統

合
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
第
一
段
階
と
し
て
小
規
模

校
の
解
消
を
図
り
、
そ
の
後
、
さ
ら
に

適
正
な
中
学
校
の
教
育
環
境
を
整
え
る

た
め
に
再
統
合
の
推
進
を
求
め
ま
す
。

　

本
推
進
協
議
会
で
は
、
教
育
委
員
会

の
諮
問
を
受
け
、
中
学
校
統
合
の
あ
り

方
に
つ
い
て
慎
重
審
議
を
行
っ
た
結
果
、

次
の
と
お
り
答
申
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

１　

平
成
21
年
４
月
に
情
島
中
学
校
を

　

除
く
８
中
学
校
を
久
賀
中
学
校
、
大

　

島
中
学
校
、
東
和
中
学
校
、
安
下
庄

　

中
学
校
の
４
中
学
校
に
統
合
す
る
。

２　

三
蒲
、
家
房
・
出
井
、
日
良
居
地

　

区
に
つ
い
て
は
、
自
由
校
区
を
設
定

　

す
る
。

３　

平
成
29
年
４
月
を
目
標
に
中
学
校

　

１
校
へ
の
統
合
を
め
ざ
す
。

４　

耐
震
性
が
非
常
に
低
い
東
和
中
学

　

校
校
舎
の
改
築
を
要
望
す
る
。

※
な
お
、
答
申
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の

付
帯
事
項
の
検
討
を
求
め
る
。

①
自
由
校
区
は
、
そ
の
選
択
に
非
常
に

　

難
し
い
面
が
あ
る
の
で
、
保
護
者
や

　

生
徒
が
適
切
な
学
校
選
択
が
で
き
る

　

よ
う
に
す
る
た
め
に
「
統
合
校
開
設

　

準
備
委
員
会
」
に
お
い
て
、
学
校
選

　

択
の
視
点
を
多
角
的
に
検
討
し
、
情

　

報
提
供
を
十
分
に
行
う
こ
と
。

②
平
成
29
年
４
月
に
１
校
へ
の
統
合
を

　

め
ざ
す
が
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
保

　

護
者
・
地
域
の
声
に
配
慮
し
な
が
ら

　

進
め
る
こ
と
。

　中学校統合にかかる答申のお知らせ
　小中学校統合問題推進協議会（会長　高田壽太郎）は、
教育委員会から諮問された中学校統合について 3月 26 日に
審議し、４月９日、教育委員会（中原徹也委員長）に対し
て答申を行いました。
　統合問題推進協議会は、それまでの保護者説明会（延べ
32 回）、統合問題懇談会（延べ 16 回）、および議会全員協
議会等への説明結果を受けて会議を開いたもので付帯事項
を含む答申は次のとおりです。
　教育委員会では、この答申内容を尊重し、第１期中学校
統合に向けて一層推進する予定です。

周防大島町教育委員会
☎７８‐２２０６
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３　

通
学
方
法

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
を
基
本
と
し
、

公
共
バ
ス
の
併
用
で
対
応
す
る
。

４　

統
合
校
の
資
料
保
存

　

保
存
物
と
保
存
場
所
に
つ
い
て
各
学

校
等
と
協
議
し
て
進
め
る
。

５　

跡
地
利
用

　

校
舎
、
校
地
の
跡
地
利
用
は
行
政
お

よ
び
学
校
関
係
者
や
町
民
の
知
恵
を
集

約
し
て
進
め
る
。

６　

開
校
の
推
進
体
制

　

平
成
19
年
度
か
ら
の
２
年
間
は
、
21

年
４
月
の
開
校
に
向
け
て
、
関
係
者
か

ら
な
る「
中
学
校
開
校
準
備
委
員
会
」（
仮

称
）
を
設
置
し
て
、
生
徒
や
保
護
者
の

不
安
を
解
消
し
活
気
の
あ
る
学
校
生
活

を
迎
え
る
た
め
に
教
育
計
画
や
施
設
設

備
等
の
準
備
に
関
す
る
調
査
研
究
並
び

に
協
議
を
行
い
、
統
合
へ
の
円
滑
な
推

進
に
取
組
む
。

　

ま
た
、21
年
３
月
末
日
の
蒲
野
、沖
浦
、

油
田
、
日
良
居
中
学
校
の
閉
校
に
向
け

た
準
備
を
す
る
。

７　

そ
の
他

　

給
食
は
現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

配
送
す
る
。

二　

こ
れ
ま
で
の
経
緯

　　

教
育
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
保
護
者

説
明
会
、
統
合
問
題
懇
談
会
お
よ
び
統

合
問
題
推
進
協
議
会
に
お
い
て
中
学
校

の
統
合
方
針
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説

明
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

１　

学
校
づ
く
り
の
視
点

　

統
合
各
学
校
の
伝
統
や
校
風
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
人
間
尊
重
の
精
神
を
基

盤
に
し
て
「
学
力
・
社
会
性
・
個
性
・

安
全
、
安
心
・
連
携
」
を
視
点
に
し
た

学
校
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

２　

統
合
時
期
・
学
校
名
・
通
学
区
域

・
蒲
野
、
沖
浦
、
油
田
、
日
良
居
中
学
校

を
平
成
21
年
３
月
31
日
に
閉
校
す
る
。

・
平
成
21
年
４
月
１
日
に
新
し
く
久
賀
、

大
島
、
東
和
、
安
下
庄
中
学
校
と
し
て

開
校
す
る
。

　

情
島
中
学
校
に
つ
い
て
は
現
状
の
ま

ま
と
す
る
。

・
平
成
29
年
４
月
を
目
標
に
中
学
校
１
校

へ
の
統
合
を
め
ざ
す
。（
学
校
の
位
置
は
、

交
通
の
利
便
性
を
考
慮
し
た
位
置
に
す

る
。）

・
旧
町
の
境
界
に
あ
る
地
域
に
自
由
校
区

を
設
け
る
。
一
度
選
択
し
た
校
区
は
原

則
３
年
間
変
更
し
な
い
。
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　基本健康診査・肝炎ウイルス検診を医療
機関での個別健診によって行います。個別
健診は、希望の医療機関で、都合のよい日
に予約を入れて受け、結果は医師から聞く
ことができます。受診方法等については下
記をご覧ください。

基本健康診査 肝炎ウイルス検診

健診期間 平成 19年５月１日～平成 20年２月 29日

受診方法 希望の指定医療機関へ、直接予約をしてく
ださい。

基本健康診査と同時に実施します。希望が
ある場合は受診時に医療機関にお伝えくだ
さい。

内　容

＜対象者＞
町内に住所を有する 40歳以上の方
＜検査項目＞
身体計測、尿検査、血圧測定、診察、血液
検査 ( 脂質、肝機能、腎機能、血糖、尿酸 )、
必要に応じて、心電図検査、眼底検査、貧
血検査、ヘモグロビン A1c 検査を実施しま
す。

＜対象者＞
町内に住所を有する
･ 40 歳の方
･平成 19 年度基本健康診査で肝機能異常
（GPT 要指導）と判定された方
･これまでに当該検査を受けたことのない方

持って
いくもの

･自己負担金 3,000 円
（70 歳以上の人、町民税非課税世帯の人、　
　生活保護世帯の人は免除）
･受診券
･基本チェックリスト（65歳以上）
･健康手帳（お持ちの方）
･健康保険証
･過去の基本健康診査の結果（お持ちの方）

・自己負担金 1,200 円（70歳以上無料）

注意事項 詳しい受診方法については、直接医療機関
へお問い合わせください。

C型肝炎等緊急総合対策の一環として、平成
14年度から実施しています。これまでに受
診されていない方は、ぜひ受診しましょう。

※年齢は平成２０年３月３１日時点での年齢です。

◆基本健康診査指定医療機関
医療機関名 電話
久賀病院 ☎７２‐００７４

山中クリニック ☎７２‐０１５２
大島病院 ☎７４‐２５８０

おげんきクリニック ☎７４‐２４９０
嶋元医院 ☎７４‐２３１０
野村医院 ☎７６‐００１７
川口医院 ☎７８‐０３０６
東和病院 ☎７８‐０３１０
橘病院 ☎７７‐１０００

正木内科医院 ☎７７‐００２１
安本医院 ☎７３‐０８２２

◎
健
診
は
、
自
覚
症
状
の
な
い
病
気
を
早
期
に

発
見
し
た
り
、
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
を
振
り
返

り
、
改
善
し
た
り
す
る
た
め
の
良
い
機
会
で
す
。

年
に
一
回
は
健
診
を
受
け
、
健
康
管
理
に
役
立

て
ま
し
ょ
う
。

◎
ご
自
分
の
健
康
管
理
の
た
め
、
健
診
結
果
の

記
録
に
健
康
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
健
康

手
帳
は
、健
康
増
進
課
、

各
保
健
セ
ン
タ
ー
、
医

療
保
険
課
で
交
付
し
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／　

　

健
康
増
進
課　

☎
７
７
‐
５
５
０
４

基本健康診査

肝炎ウイルス検診

年に一度は健診を受けましょう！
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　5 月から、各種がん検診を実施していま
す。この機会に受診し、病気の予防、早期
発見、早期治療に役立てましょう。詳細は
送付している「各種がん検診のご案内」を
ご覧ください。

◆がん検診スケジュール目安

検診名 対象 料金 69歳以下
（70 歳以上） 5月 6月 7月 8月 9月 10 月

乳がん検診 20 歳以上女性 1,000 円（600 円）

子宮（頚部）がん検診 40 歳以上女性 2,100 円（1,100 円）

結核・肺がん検診
（レントゲン検査）

40 歳以上

64歳以下 200 円
65歳以上無料

結核・肺がん検査
（喀痰検査） 800 円（400 円）

胃がん検診
40 歳以上

1,200 円（600 円）

大腸がん検診 400 円（200 円）

※大腸がん検診の検診日は容器をお渡しする日です。回収日については配付時にお知らせします。
※申込みされていない方で受診を希望される方は、健康増進課☎ 77-5504 にお問い合わせください。

各種がん検診

　

春
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
投
与
を
行
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
か
ら
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
投
与
の
ご
案
内
は
個
別
に
は
行
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
広
報
で
日
程

の
確
認
を
行
い
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
／
生
後
3
カ
月
か
ら
生
後
90
カ
月
未
満
で
、
2
回
投
与
が
終
了
し
て

い
な
い
お
子
さ
ん

※
接
種
歴
に
つ
い
て
は
、
母
子
健
康
手
帳
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
持
っ
て
く
る
も
の
／

○
予
診
票
（
1
回
目
と
2
回
目
が
あ
る
た
め
確
認
し
、
記

入
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。）

○
母
子
健
康
手
帳

■
注
意
事
項
／

・
冊
子
『
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
』
を
必
ず
読
ん
で
、

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
受
け
る
方
は
、
前
回
の
予

防
接
種
か
ら
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
場
合
6
日
以
上
、

生
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
場
合
27
日
以
上
の
間
隔
が
必
要
で
す
。

・
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
日
に
注
意
し
て
、
他
の
予
防
接

種
を
計
画
的
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
投
与
後
30
分
間
は
会
場
で
お
子
さ
ん
の
様
子
を
観
察
し
て

く
だ
さ
い
。（
急
な
副
反
応
が
、
こ
の
間
に
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。）

※
地
区
ご
と
に
日
程
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
都
合
の
悪

い
方
は
、
そ
の
他
の
会
場
で
も
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
他
の
会
場
で
の
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ワ
ク
チ

ン
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
健
康
増
進
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

秋
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
投
与
は
、
9
月
下
旬
か
ら
10
月

中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
増
進
課
☎
７
７
‐
５
５
０
４

◆会場および日程（受付時間 13：30～ 14：00）
実施日 会場 対象地区 対象者

6 月１日㈮ しまとぴあスカイセンター 大島 H11.12. 3 ～ H19.3.2 生まれ
6月８日㈮ しまとぴあスカイセンター 久賀 H11.12.10 ～ H19.3. 9 生まれ

平
成
19
年
度　

春
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
投
与
日
程
の
ご
案
内

年に一度は健診を受けましょう！
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はつらつ講座
期間 ５月～平成 20年３月
回数 ６回（その他、研修視察１回）

年会費
1,000 円

（研修視察参加費は別途自己負担有）
対象 町内在住の 60歳以上の方

内容

音楽療法、よりよいコミュニケーション
の仕方、転倒防止プログラム、いろは歌、
認知症サポーターになろう、春野菜の育
て方

会場 大島文化センター

いきいき教室
期間 ６月～平成 20年２月
回数 ５回（その内、研修視察１回）

年会費
教材費は自己負担

（研修視察参加費は別途自己負担有）
対象 町内在住の方（年齢は問いません）

内容
介護予防につながる体づくり、頭の体操、
研修視察、年賀状づくり、人権に関する
話

会場 東和総合センター他

女性学級
期間 ６月～平成 20年２月
回数 ５回（その内、研修視察１回）

年会費
教材費は自己負担

（研修視察参加費は別途自己負担有）
対象 町内在住の女性（年齢は問いません）

内容
介護予防につながる体づくり、浴衣を楽
しむ、研修視察、環境学習、人権に関す
る話

会場 東和総合センター他

高齢者学級
期間 ５月～平成 20年３月
回数 ９回程度

年会費
1,000 円（研修視察参加費・教材費など
は別途自己負担有）

対象 町内在住の 60歳以上の方

内容
社会見学、修学旅行等学校行事に即した
講座

会場 久賀総合センター他

乳幼児を持つ親の学級
期間 ６月～平成 20年３月
回数 ８回程度
年会費 1,000 円
対象 町内在住の乳幼児の保護者と妊婦

内容
プール遊び、料理講習、クリスマス会、
おひなまつりなど

会場 久賀総合センター他

教育委員会主催　生涯学習講座ご案内
町内の、どの地区にお住まいの方でも
参加できます。

昨年度の生涯学習講座の様子

家庭教育学級
期間 ５月～平成 20年３月
回数 ５回
対象 教職員、小中学校保護者、地域住民等
内容 学校、家庭、地域とのかかわりについて等
会場 橘総合センター、各学校他

ふるさと教室
期間 ５月～平成 20年１月
回数 ５回
会費 実費
対象 小学生

内容
名所旧跡めぐり、石風呂体験、クリスマ
スのケーキ作り、ポーセラーツに挑戦、
みかんの缶詰作り

会場 橘総合センター他

健康教室
期間 ５月～平成 20年３月
回数 ５回
会費 実費
対象 町内在住の方（年齢は問いません）

内容 あんま教室、介護教室、ウォーキング教
室他

会場 橘総合センター他

◆問い合わせ
橘教育支所☎ 77‐0100　ＦＡＸ 77‐1673　

tachibanakyoi@town.suo-oshima.lg.jp

◆問い合わせ
社会教育課（東和総合センター内）
☎ 78‐2205　ＦＡＸ 78‐0909
syakai@town.suo-oshima.lg.jp

◆問い合わせ
大島教育支所☎ 74‐5300 　ＦＡＸ 74‐3999

oshimakyoi@town.suo-oshima.lg.jp

◆問い合わせ
久賀教育支所☎ 72‐2271　ＦＡＸ 72‐0491

kukakyoi@town.suo-oshima.lg.jp
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【
相　

談
】

　

５
日
前
、
物
干
し
竿
の
移
動
販
売
車

が
来
た
の
で
、
購
入
し
よ
う
と
声
を
か

け
た
。
す
る
と
、
事
業
者
は
物
干
し
竿

を
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
「
物
干
し
台

も
壊
れ
て
い
る
」
と
言
っ
て
新
し
い
物

干
し
台
を
設
置
し
、
結
果
的
に
竿
２
本

と
台
を
含
め
て
合
計
11
万
６
千
円
を
請

求
さ
れ
、
支
払
っ
た
。
あ
ま
り
に
も
高

額
で
あ
り
、
必
要
と
も
思
え
な
い
の
で

解
約
し
た
い
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ（
無

条
件
解
約
）
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
処
理
】

　

自
分
か
ら
事
業
者
を
呼
び
止
め
て
い

る
の
で
、
訪
問
販
売
に
は
該
当
せ
ず
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で
き
な
い
こ
と

を
伝
え
、
今
後
は
、
契
約
す
る
前
に
価

格
や
契
約
内
容
を
十
分
確
認
す
る
よ
う

助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

移
動
販
売
に
関
す
る
相
談
は
事
例
の

他
に
も
、「
ス
テ
ン
レ
ス
の
竿
代
と
合

計
し
て
15
万
円
請
求
さ
れ
た
」と
か「
解

約
す
る
な
ら
代
金
の
30
％
を
支
払
う
よ

う
言
わ
れ
た
」
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

移
動
販
売
は
、
購
入
し
た
商
品
を
自

宅
へ
運
ぶ
手
間
が
省
け
る
な
ど
利
点
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
消
費
者
が
事
業

者
（
移
動
販
売
車
）
を
呼
び
止
め
て
、

商
品
等
の
購
入
を
行
う
こ
と
が
一
般
的

で
あ
る
た
め
、
特
定
商
取
引
法
が
定
め

る
訪
問
販
売
に
は
あ
た
ら
ず
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、事
業
者
と
交
渉
し
よ
う
に
も
、

「
購
入
の
際
、
契
約
書
や
領
収
書
な
ど

を
受
け
取
ら
な
か
っ
た
た
め
、
解
約
交

渉
を
し
た
い
が
、
事
業
者
の
連
絡
先
が

わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
相
談
や
「
契
約

書
や
領
収
書
に
嘘
の
連
絡
先
が
記
載
さ

れ
て
い
た
た
め
、
電
話
し
て
も
事
業
者

と
連
絡
が
取
れ
な
い
」
と
い
っ
た
相
談

も
あ
り
ま
す
。

　

商
品
を
購
入
す
る
前
に
は
、
し
っ
か

り
と
価
格
を
確
か
め
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
上
で
、
思
っ
て
い
た
よ

り
高
額
だ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
断

る
勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
ト
ラ
ブ
ル

を
避
け
る
た
め
に
は「
契
約
は
慎
重
に
」

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

移
動
販
売
で
購
入
し
た
物
干
し
竿
を
解
約
し
た
い

相
談
は　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

受章

か
し
こ
い
消
費
者

　情報公開制度は、町が保有しているさまざまな町政情報
を知りたい時に、町民の皆さんからの請求に応じて、その
情報の閲覧や写しの交付を行うものです。個人情報保護制
度は、町の保有する個人情報の開示や訂正等について、個
人の権利・利益の保護を図り、公正で信頼される町政の推
進をめざします。
　各制度の平成 18年度の利用状況についてお知らせしま
す。
■問い合わせ／政策企画課☎７４‐１００７

○情報公開

実施機関
請求
件数

公開
部分
公開

非公開
不服
申立

却下

町長（建設課） ４ ３ ― ― ― １
町長（商工観光課） ２ １ １ ― ― ―
町長（生活衛生課） １ １ ― ― ― ―
町長（上下水道課） １ ― １ ― ― ―
議会事務局 １ １ ― ― ― ―
計 ９ ６ ２ ― ― １

○個人情報保護

実施機関
請求
件数

開示
部分
開示

非開示
不服
申立

公営企業管理者 ２ ２ ― ― ―
計 ２ ２ ― ― ―

情報公開・個人情報保護制度の利用状況

◆瑞宝双光章
　　故・平原　暁さん（小泊）
　　（元東和町議会議員）

４月８日執行　
山口県議会議員一般選挙
（大島郡選挙区）結果

候補者氏名 得票数
黒田壇豊 ６，４２３
柳居俊学 ７，８２４

当日有権者数 １８，５３３
投票者数 １４，４００
有効投票者数 １４，２４７
無効投票者数 １５３
投票率 77.70％
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新緑の中、お大師堂めぐり

　

４
月
29
日
、
お
大

師
堂
め
ぐ
り
歩
け
歩

け
大
会
が
屋
代
地
区

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
札
所
で
ス

タ
ン
プ
を
押
し
て
も

ら
っ
た
り
道
中
ク
イ

ズ
に
答
え
た
り
し
な

が
ら
新
緑
の
中
を
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
。

　

初
夏
の
陽
気
に
汗

を
ふ
き
な
が
ら
、
家
族
や
友
人
と

と
も
に
景
色
を
な
が
め
て
歩
い
て

い
ま
し
た
。

お魚センターオープン

　

３
月
27
日
、
岩
国
地
区
緑
化
推

進
協
議
会
か
ら
久
美
保
育
所
、
蒲

野
保
育
所
、
日
良
居
保
育
所
、
油

宇
保
育
園
へ
木
の
お
も
ち
ゃ
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
緑
の
募
金
事
業

の
一
環
と
し
て
、
幼
い
こ
ろ
か
ら

木
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
県

内
の
保
育
所
に
順
次
配
布
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

代
表
し
て
受
け
取
っ
た
久
美
保

育
所
の
子
ど
も
達
は
さ
っ
そ
く
積

み
木
を
出
し
て
、
木
の
感
触
や
い

ろ
い
ろ
な
遊
び
方
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

道
の
駅
サ
ザ
ン
セ
ト
と
う
わ
横
に
、
周
防

大
島
お
魚
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

地
元
で
と
れ
た
魚
介
類
を
新
鮮
な
ま
ま
販
売

す
る
直
売
所
で
、
い
け
す
で
泳
ぐ
魚
を
選
ん

で
買
い
求
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ア
ナ
ゴ

の
か
ば
焼
き
や
サ
ザ
エ
、
焼
き
ガ
キ
の
即
売

も
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
に
は
オ
ー
プ
ン
を
祝
っ
て
も
ち

ま
き
が
行
わ
れ
、
焼
き
ガ
キ
千
個
が
無
料
で

振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

木
の
お
も
ち
ゃ
贈
呈
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周
防
大
島
高
校
開
校

　

昨
年
５
月
に
開
講
し
、
１
年
間
講
義
や
実
習
を
通

し
て
み
か
ん
作
り
、
野
菜
作
り
を
学
ん
で
き
た
「
周

防
大
島
み
か
ん
い
き
い
き
営
農
塾
」「
Ｊ
Ａ
生
き
活
き

帰
農
塾
」
の
閉
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

退
職
帰
農
者
や
就
農
・

援
農
作
業
を
希
望
さ
れ
る

方
を
対
象
と
し
た
両
塾
の

修
了
生
か
ら
、
周
防
大
島

の
新
た
な
農
業
の
担
い
手

と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
閉
講
式
で

は
記
念
品
と
修
了
書
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。
１
年
間
の

実
習
を
通
じ
て
塾
生
同
士

の
交
流
も
深
ま
っ
た
よ
う

で
す
。 農業の担い手に期待

　

柳
井
広
域
の
観
光
資
源
を
Ｐ

Ｒ
す
る
「
サ
ザ
ン
セ
ト
フ
レ
ン

ド
」
の
選
考
会
が
、
４
月
15
日

に
柳
井
ク
ル
ー
ズ
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
応
募
し
た
10

人
の
中
か
ら
新
し
い
サ
ザ
ン
セ

ト
フ
レ
ン
ド
３
名
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

左
か
ら
、山
本
美
子
さ
ん
（
柳

井
市
）、
河
添
友
美
さ
ん
（
周
防

大
島
町
）、
岩
政
貴
絵
さ
ん
（
柳

井
市
）

　

山
口
県
立
安
下
庄
高
等
学
校
と
久

賀
高
等
学
校
が
統
合
し
、
周
防
大
島
高

等
学
校
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
４
月

９
日
に
開
校
式
と
入
学
式
が
行
わ
れ
、

普
通
科
74
名
福
祉
課
31
名
が
入
学
し

ま
し
た
。

　

安
下
庄
高
校
は
中
高
一
貫
教
育
の

実
践
、
久
賀
高
校
は
山
口
県
立
高
校

と
し
て
唯
一
の
福
祉
科
の
設
置
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
引
き
継
い
だ
新

し
い
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
公
募

に
よ
り
選
定
さ
れ
た
新
し
い
校
章
と

校
歌
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

第１１期サザンセトフレンド決定
柳井広域の観光資源をピーアール

周
防
大
島
み
か
ん
い
き
い

き
営
農
塾
（
４
月
10
日
）

Ｊ
Ａ
生
き
活
き
帰
農
塾
（
４
月
24
日
）
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お知らせ 5月

試
験

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

試
験

■
日
時
／
７
月
９
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所
／

　

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

　
（
山
口
市
秋
穂
二
島
１
０
６
２
）

■
申
込
期
間
／

　

５
月
１
日
㈫
〜
22
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ
／
上
下
水
道
課

☎
７
８
‐
２
２
０
１

山
口
県
職
員
採
用
試
験

○
上
級

■
受
付
期
間
／

　

５
月
14
日
㈪
〜
６
月
１
日
㈮

■
第
一
次
試
験
日
／
６
月
24
日
㈰

○
中
級

■
受
付
期
間
／

　

７
月
３
日
㈫
〜
８
月
24
日
㈮

■
第
一
次
試
験
日
／
９
月
23
日
㈰

○
初
級

■
受
付
期
間
／

　

７
月
３
日
㈫
〜
８
月
24
日
㈮

■
第
一
次
試
験
日
／
９
月
23
日
㈰

○
医
療
系
職
種

■
受
付
期
間
／

　

７
月
３
日
㈫
〜
８
月
24
日
㈮

■
第
一
次
試
験
日
／
９
月
23
日
㈰

○
警
察
官
Ａ
（
男
女
）

■
受
付
期
間
／

　

５
月
14
日
㈪
〜
６
月
８
日
㈮

■
第
一
次
試
験
日
／
７
月
８
日
㈰

○
警
察
官
Ｂ
（
男
女
）

■
受
付
期
間
／

　

７
月
３
日
㈫
〜
８
月
24
日
㈮

■
第
一
次
試
験
日
／
９
月
16
日
㈰

○
身
体
障
害
者
採
用
選
考

■
受
付
期
間
／

　

７
月
３
日
㈫
〜
８
月
31
日
㈮

■
第
一
次
試
験
日
／
９
月
30
日
㈰

※
受
験
資
格
等
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
４
４
７
４

募
集

自
衛
官
２
等
陸
・
海
・
空
士

募
集
に
つ
い
て

■
受
付
締
切
／

　

第
１
回　

５
月
31
日
㈭

　

第
２
回　

６
月
20
日
㈬

■
応
募
資
格
／

　

日
本
国
籍
を
有
し
満
18
歳
以
上

　

27
歳
未
満
の
男
子
・
女
子

　
（
女
子
に
つ
い
て
は
海
上
自
衛

　

隊
の
み
）

■
試
験
日
／

　

第
１
回　

６
月
３
日
㈰

　

第
２
回　

６
月
23
日
㈯

■
試
験
会
場
／

　

陸
上
自
衛
隊
山
口
駐
屯
地

■
問
い
合
わ
せ
／

　

自
衛
隊　

柳
井
地
域
事
務
所

　

柳
井
市
南
町
３
‐
８
‐
４　

　

荒
田
ビ
ル
２
階

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

や
ま
ぐ
ち
女
性
創
業
塾
受
講

生
募
集

■
日
時
／

　

６
月
16
日
㈯
、
17
日
㈰

　

７
月
１
日
㈰
、
21
日
㈯
、
22　

　

日
㈰　

計
５
日
間
30
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
／
山
口
市
湯
田
温
泉

　

ホ
テ
ル
西
の
雅　

常
盤

■
対
象
／

　

創
業
を
予
定
ま
た
は
創
業
を
考

　

え
て
い
る
主
婦
、
Ｏ
Ｌ
、
女
子

　

学
生
等
（
女
性
対
象
）

■
定
員
／
40
名

■
内
容
／

　

女
性
の
創
業
に
お
い
て
の
ポ
イ

　

ン
ト
、
経
営
基
礎
知
識
、
ビ
ジ

　

ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
、
個
別
相

　

談
会
な
ど

■
受
講
料
／
５
０
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
県
商
工
会
連
合
会

☎
０
８
３
（
９
２
５
）
８
８
８
８

５月は児童福祉月間です
　子どもの笑顔は島の宝です。
　次代を担う児童の健全な育成に地域で取り
組みましょう。
☆どんなことでも気軽にご相談ください。
福祉課　　　　　　　　　☎７７‐５５０５
子育て支援センター大島　☎７４‐１０１１
子育て支援センター橘　　☎７７‐５５０５
久賀保健センター　　　　☎７９‐１００６
大島保健センター　　　　☎７４‐１０１１
東和保健センター　　　　☎７８‐２２０２
橘保健センター　　　　　☎７７‐５５０４
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地　区 相談委員
氏名 相談日 場所

久賀地区 末満良勇

第１火曜日　
13:30 ～ 15:30

久賀
総合センター

第３火曜日　
13:30 ～ 15:30 椋野出張所

大島地区 橋爪雅子 第２火曜日　
10:00 ～ 12:00 大島庁舎

東和地区 中村興家 第３火曜日　
13:30 ～ 15:30

自然休養村
管理センター

橘　地区 二宮信三 第３火曜日　
13:30 ～ 15:30

橘
総合センター

行政相談委員さんが再委嘱されました
　
　末満良勇さん、橋爪雅子さん、中村興家さん、二宮
信三さんが平成 19 年４月１日付けで、総務大臣から
行政相談委員として再委嘱されました。
　行政相談委員は、皆さんの相談相手として、役所の
仕事（国の仕事。独立行政法人、特殊法人の仕事。）に
関する苦情や要望を受け付け、助言や関係機関に対す
る通知等を行っています。次のとおり定例の行政相談
所を開いておりますので、お気軽にご利用ください。
相談は無料で、相談内容などの秘密は守られます。
　また、山口行政評価事務所（山口市中河原町６‐
16）でも行政相談を受け付けていますので、いつでも
ご相談ください。
☎０５７０‐０９０１１０（行政苦情１１０番）

田
布
施
農
業
高
校
大
島
分
校

「
園
芸
講
座
（
大
島
公
民
館
）」

受
講
者
募
集

■
内
容
／

　

野
菜
・
草
花
栽
培
、

　

加
工
品
づ
く
り
な
ど

■
受
講
期
間
／

　

６
月
か
ら
12
月
ま
で
の
土
曜
日

　

計
６
回
、
午
前
９
時
〜
11
時
30

　

分
を
予
定

■
募
集
人
数
／
20
人

■
申
し
込
み
方
法
／

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会
、
各

　

教
育
支
所
、
田
布
施
農
業
高
校

　

大
島
分
校
に
備
え
付
け
の
申
し

　

込
み
用
紙
を
提
出

■
申
込
期
限
／
５
月
31
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
／

　

田
布
施
農
業
高
校
大
島
分
校

☎
７
４
‐
２
１
３
３

平
成
19
年
度　

地
域
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
講
座

■
日
時
／
６
月
19
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所
／
た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ

■
内
容
／

　

講
義
お
よ
び
実
技

　
「
転
倒
の
原
因
と
予
防
」

　

講
師

　

町
立
東
和
病
院

　

理
学
療
法
士　

松
村
隆
先
生

■
主
催
／

　

山
口
県
周
防
大
島
介
護
実
習
普

　

及
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み
締
め
切
り
／

　

６
月
8
日
㈮

■
募
集
人
数
／
35
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／　

　

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

健
康
増
進
課

☎
７
７
‐
５
５
０
４

　

社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
４
‐
２
９
４
８

「
河
川
愛
護
月
間
」「
道
路
ふ

れ
あ
い
月
間
」
作
文
・
ポ
ス

タ
ー
募
集

○
作
文
の
部
（
対
象
小
学
生
）

・
題
材　

河
川
ま
た
は
道
路
に
関

す
る
も
の
で
、
正
し
い
利
用
、
美

化
、
役
割
、
重
要
性
な
ど
を
内
容

と
し
た
も
の
。

・
規
格　

１
０
０
０
字
以
内

○
ポ
ス
タ
ー
の
部

　
（
対
象
小
中
学
生
）

・
題
材　

河
川
ま
た
は
道
路
に
関

す
る
も
の

・
規
格　

画
用
紙
（
四
ツ
切
36
×

52
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

■
応
募
期
限
／
５
月
31
日
㈭

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
／

〒
７
４
７
‐
８
５
８
５

　

防
府
市
国
衙
１
‐
10
‐
20

　

国
土
交
通
省
山
口
河
川
国
道
事

　

務
所

☎
０
８
３
５
（
２
２
）
１
７
８
５

防災行政無線
戸別受信機貸与申請書提出のお願い
　
　町では、災害時の緊急放送や平常時の行政
放送のため、防災行政無線整備事業を進めて
います。屋外の放送とともに、各家庭内でも
放送が聞ける戸別受信機を設置します。この
戸別受信機設置の状況把握等のため、各戸よ
り貸与申請書を提出していただきます。5月広
報と一緒に、戸別受信機貸与申請書を各世帯
にお配りしますので、お手数ですが所定の事
項をご記入ください。申請書は行政連絡員さ
んが回収しますので、ご協力をお願いします。

６
月
１
日
は
商
業
統
計
調
査
の
日
で
す

　

６
月
１
日
、
商
業
統
計
調
査
が
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
ま
す
。
全
国
の
商
業
事
業
所
が
す
べ
て

対
象
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

国
や
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
お
け
る
流
通
産

業
施
策
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。
調
査

の
項
目
は
、
事
業
所
の
名
称
、
所
在
地
、
経
営

組
織
、
年
間
商
品
販
売
額
等
で
す
。
お
答
え
い

た
だ
い
た
内
容
を
統
計
以
外
の
目
的
に
使
う
こ

と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

５
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所
に
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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相
談

ご
存
知
で
す
か
？

人
権
擁
護
委
員
制
度

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
周
防

大
島
町
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
が
人
権

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○
人
権
擁
護
委
員

　

沖
村
昤
峰
（
東
三
蒲
）

　

中
元
み
ど
り
（
西
屋
代
）

　

沖
広
紀
恵
（
久
賀
）

　

竹
本
三
千
之
（
久
賀
）

　

奥
原
法
城
（
秋
）

　

古
田
紹
雄
（
外
入
）

　

竹
本　

諭
（
神
浦
）

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

☎
０
８
２
７
（
４
３
）
１
１
２
５

特
設
人
権
相
談
所

■
日
時
／
６
月
１
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
場
所
／
橘
総
合
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容
／

　

法
律
・
人
権
・
土
地
・
家
屋
・

　

金
銭
貸
借
・
離
婚
な
ど
あ
ら
ゆ

　

る
生
活
上
の
心
配
事

■
相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

☎
７
７
‐
５
５
０
５

県
税
の
夜
間
・
休
日
の
納
税

相
談

■
日
時
／

　

５
月
27
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

５
月
29
日
㈫
、
30
日
㈬

　

31
日
㈭
午
後
８
時
ま
で

■
場
所
／
柳
井
県
税
事
務
所

■
問
い
合
わ
せ
／

　

柳
井
県
税
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
２
１
２
１

年
金
相
談
の
平
日
時
間
延
長

と
休
日
相
談

○
時
間
延
長
日
（
午
後
７
時
ま
で
）

　

５
月
28
日
㈪
、
６
月
４
日
㈪
、　

　

11
日
㈪
、
18
日
㈪
、
25
日
㈪

○
休
日
相
談
日

　
（
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
）

　

６
月
９
日
㈯

■
場
所
／
岩
国
社
会
保
険
事
務
所

■
問
い
合
わ
せ
／

　

岩
国
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
２
７
（
２
４
）
２
２
２
５

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
・
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
だ
れ

も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
窓

口
を
市
町
や
国
保
連
合
会
に
設
け

て
い
ま
す
。

○
利
用
者
等
の
声

（
困
っ
た
、
不
平
・
不
満
、
納
得
が

い
か
な
い
等
）

○
利
用
者
等
か
ら
の
通
報

（
不
正
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ

れ
て
い
る
等
）

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間
／

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

■
相
談
先
／

　

山
口
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

　

合
会

　

介
護
保
険
課
苦
情
相
談
班

☎
０
８
３
（
９
９
５
）
１
０
１
０

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談
会

■
日
時
／

　

６
月
９
日
㈯

　

７
月
７
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
相
談
受
付
電
話
番
号
／

　

０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

■
内
容
／

　

消
費
者
金
融
・
信
販
会
社
・
銀

　

行
等
へ
の
月
々
の
返
済
で
お
困

　

り
の
方
に
具
体
的
な
問
題
解
決

　

に
向
け
た
債
務
整
理
手
続
き
の

　

紹
介
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま

　

す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

相
談
会
担
当

　

司
法
書
士　

松
井
成
夫

☎
０
８
３
５
（
２
２
）
６
５
３
３

１　裁判員制度について
　裁判員制度による裁判が平成 21年５月までに始
まります。裁判員制度は、国民の皆さんに裁判員と
して刑事裁判に参加してもらい、被告人が有罪かど
うか、有罪の場合どのような刑にするかを裁判官と
一緒に決めてもらう制度です。
２　裁判員制度の出前講義等について
　裁判所では、裁判員制度の説明も含めた庁舎見学
会や、裁判官等を講師として学校等へ派遣する出前
講義などの広報活動を行っていますので、詳しい内
容をお知りになりたい方はお問い合わせください。
３　裁判員制度等のビデオの貸し出しについて
　裁判所では、裁判の仕組みや裁判員制度について
理解していただくための広報用ビデオ（またはＤＶ
Ｄ）を貸し出しています。
◆問い合わせ／山口地方裁判所岩国支部庶務課
☎０８２７（４１）０１６１

裁判員制度は国民の皆さんに
裁判に参加していただく制度です。
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お知らせ 5月

お
知
ら
せ

一
般
不
妊
治
療
助
成
の
変
更

に
つ
い
て

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、
一

般
不
妊
治
療
助
成
対
象
者
の
所
得

制
限
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

○
旧

夫
お
よ
び
妻
の
前
年
の
所
得
の
合

計
額
が
６
５
０
万
円
未
満
の
夫
婦 

○
改
正
後

夫
お
よ
び
妻
の
前
年
の
所
得
の
合

計
額
が
７
３
０
万
円
未
満
の
夫
婦

　

ま
た
、
申
請
時
の
添
付
書
類
と

し
て
「
戸
籍
謄
本
も
し
く
は
夫
婦

双
方
の
戸
籍
抄
本
ま
た
は
外
国
人

登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
」
の

提
出
を
求
め
て
い
ま
し
た
が
、
改

正
後
は
「
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て

い
る
夫
婦
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で

き
る
書
類
」
を
提
出
し
て
も
ら
う

こ
と
で
申
請
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

　

詳
し
く
は
健
康
増
進
課
（
☎

７
７
‐
５
５
０
４
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑

留
者
、
引
揚
者
の
皆
様
へ

　

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て

い
な
い
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
、
ソ

連
や
モ
ン
ゴ
ル
に
強
制
抑
留
さ
れ

た
者
、
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の

地
域
か
ら
引
揚
げ
ら
れ
て
こ
ら
れ

た
者
の
「
ご
本
人
」
に
、
あ
ら
た

め
て
慰
藉
の
念
を
表
す
た
め
、
内

閣
総
理
大
臣
名
の
『
特
別
慰
労
品
』

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
等
を
受
け
た
方
、
書
状
等
の
請

求
を
し
な
か
っ
た
方
も
対
象
で

す
。

　

請
求
書
は
、
福
祉
課
（
☎
７
７

‐
５
５
０
５
）
ま
た
は
各
総
合
支

所
の
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

※
資
格
要
件
な
ど
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念

事
業
特
別
基
金
ま
で
。

○
無
料
電
話

　

０
１
２
０
（
２
３
４
）
９
３
３

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.heiw

a.go.jp

大
島
田
舎
美
術
館
か
ら
の
お

知
ら
せ

　

大
島
田
舎
美
術
館
で
は
、
町
民

の
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め

生
涯
学
習
作
品
を
は
じ
め
と
す
る

美
術
作
品
等
を
展
示
さ
れ
る
方
の

募
集
を
し
て
い
ま
す
。
各
団
体
展

や
個
展
（
二
人
展
・
三
人
展
も
可
）

な
ど
の
、
多
数
の
お
申
し
込
み
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
大
島
教
育
支
所

☎
７
４
‐
５
３
０
０

　

農
地
を
宅
地
、
駐
車
場
、
道
路
、
植
林
地
等
の
農

地
以
外
の
も
の
に
す
る
（
転
用
）
に
は
、
知
事
の
許

可
（
農
地
の
面
積
が
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
場
合

は
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
（
農
地
法
第
４
条
、
第
５
条
）。　

　

農
地
を
青
空
駐
車
場
と
し
て
利
用
す
る
場
合
や
農

業
用
施
設
を
建
て
る
場
合
な
ど
も
転
用
に
な
り
ま
す

の
で
許
可
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
農
地
を
自
己
の

農
地
の
利
用
・
保
全
の
た
め
に
必
要
な
施
設
（
水
路
、

道
路
等
）
や
２
ア
ー
ル
未
満
の
農
地
を
自
己
用
の
農

業
経
営
施
設
（
農
舎
、
畜
舎
等
）
に
転
用
す
る
場
合

等
は
許
可
が
不
要
で
す
。（
こ
の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め

農
業
委
員
会
へ
農
地
転
用
制
限
例
外
の
届
出
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。）

○
農
地
転
用
の
許
可
申
請
手
続
き
は
？

　

農
地
転
用
の
許
可
申
請
手
続
き
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

１　

県
知
事
の
許
可

　
（
農
地
が
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
場
合
） 

　

県
知
事
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
申

請
書
を
農
業
委
員
会
を
経
由
し
て
県
知
事
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

２　

農
林
水
産
大
臣
の
許
可

　
（
農
地
が
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
場
合
） 

　

農
林
水
産
大
臣
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

は
、
申
請
書
を
県
知
事
を
経
由
し
て
農
林
水
産
大
臣

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
場
合
は
、
許
可
申
請
に
先
立
ち
事
前

審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
農
地
転
用
の
判
断
基
準
は
？

　

農
地
法
で
は
、
優
良
農
地
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

農
業
以
外
の
土
地
利
用
と
の
調
整
を
図
る
た
め
、
次

の
２
つ
の
基
準
に
よ
り
転
用
の
可
否
を
判
断
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

１　

立
地
基
準
（
申
請
に
係
る
農
地
の
営
農
条
件
や

周
辺
の
市
街
地
化
の
状
況
か
ら
転
用
の
可
否
を
判
断

す
る
基
準
） 

　

農
用
地
区
域
内
に
あ
る
農
地
や
集
団
的
に
存
在
す

る
農
地
等
良
好
な
営
農
条
件
を
備
え
て
い
る
農
地
に

つ
い
て
は
、
農
業
用
施
設
、
集
落
接
続
の
住
宅
等
を

除
き
原
則
と
し
て
転
用
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

一
方
、
市
街
地
の
区
域
内
や
市
街
地
化
が
見
込
ま

れ
る
区
域
内
に
あ
る
農
地
に
つ
い
て
は
転
用
を
許
可

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

２　

一
般
基
準
（
土
地
の
効
率
的
な
利
用
の
確
保
と

い
う
観
点
か
ら
転
用
の
可
否
を
判
断
す
る
基
準
） 

　

農
地
を
転
用
し
て
申
請
に
係
る
用
途
に
供
す
る
こ

と
が
確
実
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
や
周
辺
の
農
地
に

係
る
営
農
条
件
に
支
障
を
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
等
は
転
用
を
許
可
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。 

■
問
い
合
わ
せ
／

　

周
防
大
島
町
農
業
委
員
会
（
農
林
課
内
）

☎
７
９
‐
１
０
０
２

農
地
の
無
断
転
用
を
防
ご
う
！　

〜
農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
〜
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お知らせ 5月

お お し ま 警

察

署

だ

よ

り

お
知
ら
せ

火災報知器の設置や消火器点検を
口実にした悪質商法に注意！

～平成 18年６月１日施行～
　火災報知器の設置
○新築の一般住宅は、既に設置の
義務あり。
○既存住宅は、市町村条例により、
平成 23年６月１日までに設置す
る義務がある。

高齢者宅を訪問して

　「一般の家庭にも火災報知器の設置が法律
で義務付けられました。」などと説明し、契
約書へのサインと高額な代金を請求、または
「防火設備の点検」と言って、消火器を点検し、
高額な代金を請求。

おかしいなと思ったら、すぐに大島警察署、または、
最寄りの駐・交番にご相談ください。
◆大島警察署／☎７２－０１１０

改正消防法 点検に来ました。

だまされないで！

みんなで　つくろう　安心大島

海
技
免
状
更
新
講
習

■
講
習
日
時
／
５
月
27
日
㈰

　

講
習
開
始
午
後
１
時
30
分

■
場
所
／
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

■
持
参
品
／

　

海
技
免
状
、
本
籍
記
載
の
住
民

　

票
１
通
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
認
印
、

　

写
真
（
４
・
５
×
３
・
５
セ
ン
チ

　

メ
ー
ト
ル
2
枚
、
海
技
士
は
３

　

×
３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

■
料
金
／

　

小
型　

７
５
０
０
円

　
（
小
型
失
効
１
６
５
５
０
円
）

　

大
型　

８
４
０
０
円

　

送
料
別
途
必
要

■
問
い
合
わ
せ
／

㈳
中
国
船
舶
職
員
養
成
協
会

☎
０
８
２
（
２
５
５
）
８
７
０
５

「
道
路
整
備
の
中
期
計
画
作

成
に
向
け
て
」
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

今
後
の
道
路
整
備
の
姿
を
示
す

中
期
計
画
を
作
成
す
る
た
め
、
国

土
交
通
省
で
は
都
道
府
県
と
協
力

し
て
、
今
後
の
道
路
政
策
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.douro-keikaku.

jp/○
ま
た
は
電
話

☎
０
３
（
５
２
５
３
）
８
１
１
１

（
内
線
３
７
３
８
４
）
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

の
実
施
に
つ
い
て

　

５
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

の
２
カ
月
間
「
不
正
大
麻
・
け
し

撲
滅
運
動
」
が
全
国
一
斉
に
展
開

さ
れ
ま
す
。

　

麻
薬
の
中
で
、
乱
用
さ
れ
て
社

会
問
題
と
な
る
の
が
、
け
し
か
ら

取
れ
る
ア
ヘ
ン
や
モ
ル
ヒ
ネ
で

す
。
け
し
の
中
で
も
、「
お
に
げ

し
」
や
「
ひ
な
げ
し
」
な
ど
は
、

麻
薬
成
分
を
含
ん
で
お
ら
ず
観
賞

用
と
し
て
植
え
て
も
よ
い
の
で
す

が
、「
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
」「
ソ
ム

ニ
フ
ェ
ル
ム
種
」
の
け
し
や
「
ハ

カ
マ
オ
ニ
ゲ
シ
」
は
麻
薬
成
分
を

含
ん
で
お
り
、
勝
手
に
植
え
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、大
麻（
あ
さ
）

も
麻
酔
性
の
成
分
を
含
ん
で
い
る

た
め
、
勝
手
に
植
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
平
成
18
年
度
は
、
期
間

中
に
県
下
１
６
６
カ
所
に
お
い
て

６
２
３
５
３
本
も
の
植
え
て
は
い

け
な
い
け
し
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
麻
、
植
え
て
は
い
け
な
い
け

し
を
発
見
し
た
と
き
や
見
分
け
方

が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
最
寄
の

健
康
保
健
セ
ン
タ
ー
（
環
境
保
健

所
）
ま
た
は
警
察
署
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
３
６
３
１

土砂災害警戒情報の発表
（平成 19年６月１日より開始）

　大雨による土砂災害の恐れがあ
るときに、住民の自主避難の参考
となるよう、山口県と下関地方気
象台が共同で発表する新たな防災
情報です。テレビ放送のほか気象
庁のホームページでも見ることが
できます。
◆問い合わせ／山口県砂防課　
☎０８３（９３３）３７５４

災害情報をいち早くキャッチ！
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周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　

守　

田　

美　

幸

　
　
　
　
　
　
　

 （
久
賀
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

5
月
か
ら
基
本
健
康
診
査
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
が
、
み
な
さ
ん
は
毎
年
健
診
を
受
け
て
い
ま

す
か
？

　

日
本
人
の
死
因
の
６
割
は
、
が
ん
、
心
臓
病
、

脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
よ
る
も
の
で

す
。
心
臓
病
と
脳
卒
中
な
ど
の
循
環
器
病
を
引

き
起
こ
す
原
因
は
「
動
脈
硬
化
」
で
、
そ
の
背

景
と
し
て
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
考

え
ら
れ
て
お
り
、
男
女
と
も
40
歳
を
境
に
大
幅

に
増
え
て
い
き
ま
す
。

○
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
？

　

お
な
か
の
ま
わ
り
に
脂
肪
が
つ
く
内
臓
脂
肪

型
肥
満
に
加
え
て
、
高
血
糖
、
高
血
圧
、
血
中

の
脂
質
が
多
い
状
態
の
い
ず
れ
か
２
つ
を
併
せ

持
つ
状
態
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
症
状
が
軽
度
で
も
こ
う
し
た
病
気
が
重
な

る
こ
と
で
動
脈
硬
化
を
急
激
に
悪
化
さ
せ
、
心

筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
の
危
険
性
が
高
ま
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

○
年
に
一
回
は
、
健
診
を
受
け
健
康
管
理
に
役

立
て
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
か
ら
だ
は
常
に
変
化
し
て
い
ま

す
。
健
診
に
は
病
気
の
発
見
だ
け
で
な
く
、
か

ら
だ
の
異
変
を
早
期
に
発
見
す
る
重
要
な
役
目

が
あ
り
ま
す
。

　

健
診
結
果
か
ら
自
分
の
か
ら
だ
の
状
態
を
知

る
こ
と
で
、
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、

生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
も

大
切
で
す
。　
　
　

　

若
い
こ
ろ
か
ら
意
識
し
て
生
活
習
慣
の
改
善

に
取
り
組
み
、
習
慣
化
す
る
こ
と
が
中
高
年
期

の
生
活
習
慣
病
予
防
や
高
齢
期
の
介
護
予
防
に

も
な
り
ま
す
。

○
高
齢
者
の
介
護
予
防
へ
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
65
歳
以
上
の
方
の
基
本
健
康
診
査
に

は
、「
生
活
機
能
評
価
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
機
能
評
価
と
は
、
生
活
機
能
が
低
下
し

要
支
援
・
要
介
護
状
態
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る

高
齢
者
（
特
定
高
齢
者
）
を
早
期
に
把
握
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
基
本
健
康
診

査
時
に
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
記
入
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。　
　
　

　

健
診
の
結
果
、
生
活
機
能
の
低
下
が
認
め
ら

れ
た
方
に
は
、
要
介
護
状
態
に
な
る
の
を
防
ぐ

た
め
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
訪
問

し
、
生
活
機
能
向
上
の
た
め
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お知らせ 5月

竹
問
題
講
演
会

■
日
時
／
６
月
９
日
㈯

　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

■
場
所
／
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

■
講
師
・
演
題
・
資
料
／

〇
広
島
大
学
大
学
院　

　

生
物
圏
科
学
研
究
科

　

理
学
博
士　

中
根
周
歩
教
授

　

演
題
「
竹
林
整
備
の
意
義
…

　

地
域
防
災
と
地
域
振
興
を
目
指

　

し
て｣

〇
バ
ン
ブ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
岩

　

国
市
）
の
演
奏

〇
周
防
大
島
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の

　

ん
太
の
会

　

技
術
顧
問　

砂
岡　

廉　

氏

　

演
題｢

竹
チ
ッ
プ
と
蜜
柑
廃
棄

　

物
に
よ
る
堆
肥
の
研
究
開
始
の

　

報
告｣

〇
入
場
料
は
無
料
で
す
。

〇
講
演
資
料
（
５
０
０
円
）
を

　

１
０
０
部
用
意
し
て
い
ま
す
の

　

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
受
付
に

　

申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
講
演
会
等
の
問
い
合
わ
せ
先
／

　

周
防
大
島
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の

　

ん
太
の
会

☎
７
４
‐
２
０
４
２

催
し

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習

■
日
時
・
場
所
／

　

５
月
29
日
㈫
、
30
日
㈬

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

岩
国
市
中
央
公
民
館

　

５
月
31
日
㈭

　

愛
宕
共
用
会
館

　

午
前
9
時
〜
午
後
５
時

■
定
員
／
50
人

■
受
講
料
／
１
３
０
０
０
円

　

テ
キ
ス
ト
１
１
０
０
円

■
申
し
込
み
受
付
期
限
／

　

講
習
日
の
７
日
前
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

申
し
込
み
方
法
等
詳
し
く
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㈳
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
山
口
支
部

☎
０
８
３
４
（
３
２
）
２
９
４
２

～５月は赤十字運動月間です～
　赤十字の活動はみなさんによって支えられ
ています。
　活動資金にご協力ください。
◆主な事業／
　災害救護、救援活動、ボランティア活動の
強化、血液事業の推進
◆問い合わせ／福祉課☎７７‐５５０５



18広報すおう大島 平成 19 年 ( 2007 年 )5 月号

◆日時／６月 29日㈮　13：30～ 14：00（受付時間）
◆場所／たちばなケアプラザ
◆対象者／
・平成 17年 10月 21日～平成 17年 12月 29日生まれの者
・平成 19年６月 29日現在、１歳６カ月～２歳未満で未受診者
◆問い合わせ／健康増進課☎７７‐５５０４

１歳６カ月児健康診査の
お知らせ

５月

５日㈫

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉  
育児相談〈9:30 ～ 11:30 久賀農業者健康管理センター〉21日㈪

22 日㈫

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉  
夜間指導〈18:00 ～ 20:00 竜崎温泉温水プール〉

６日㈬

７日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉

23日㈬ ８日㈮
健康相談〈10:00 ～ 11:00 日良居公民館〉 
健康相談〈12:30 ～ 14:00 情島公民館〉 
ポリオ〈受付 13:30 ～ 14:00 しまとぴあスカイセンター〉

24日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 ９日㈯

25日㈮ 3歳児健康診査
〈受付 13:00 ～ 14:00 たちばなケアプラザ〉 10日㈰ 休日当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉

26日㈯ 11 日㈪ 健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野農村環境改善センター〉

27日㈰ 休日当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉

12日㈫

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉  
夜間指導〈18:00 ～ 20:00 竜崎温泉温水プール〉28日㈪ 健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野農村環境改善センター〉

29日㈫

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉  
夜間指導〈18:00 ～ 20:00 竜崎温泉温水プール〉

13日㈬

14 日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉

30日㈬ 15 日㈮

31 日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉 16日㈯

６月 17 日㈰ 休日当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉

１日㈮ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
ポリオ〈受付 13:30 ～ 14:00 しまとぴあスカイセンター〉 18日㈪

２日㈯

19日㈫
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉 ３日㈰ 休日当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉

４日㈪ 20日㈬ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 東和総合センター〉
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 19 年４月 15 日現在）

～ゆっくり走ろう　安全大島～

人身交通事故

件数 死者 傷者

２３ １ ２７

前年比

＋１１ ±０ ＋１３

物損事故件数

８９ 前年比 ＋１１

今月の納税

固定資産税　　　第１期分
軽自動車税　　　　全期分
納期限　５月 31日㈭
詳細は税務課へ
☎７４ー１００８

相談内容 実施日 時間

Ｂ・C型肝炎抗体検査 12日㈫ 10：00～ 11：00

骨髄バンク登録検査 12日㈫   9：00 ～ 10：00

エイズ抗体検査 12日㈫   9：00 ～ 10：00

思春期・ストレス相談 ８日㈮ 10：00～ 15：00

心の健康相談 19日㈫ 13：00～ 14：00

６月の柳井健康福祉センター定例保健事業

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。
■問い合わせ／柳井健康福祉センター☎ 0820（22）3631

このコーナーは、ＰＤＦ版では掲載しておりませんのでご了承ください。
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このコーナーでは、広報発行月に満１歳を迎えるお子さんを紹介しています。
写真は、掲載を希望する保護者から提供していただいています。
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◆
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周
防
大
島
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tow
n.suo-oshim

a.lg.jp

Ｅ
メ
ー
ル

seisakukikaku@
tow
n.suo-oshim

a.lg.jp

人の動き（５月１日現在）
人　口 ２１，２０７人 （２人増）

男 ９，５６７人

女 １１，６４０人

世帯数 １０，８０６戸 （43戸増）

鈴
すず

木
き

歌
か

乃
の

ちゃん
平成 18年５月 23 日生まれ

（久賀・八幡上）

江
え

本
もと

　唯
ゆい

ちゃん
平成 18年５月７日生まれ
（東和・長崎東）

濵
はま

﨑
さき

俊
しゅん

輔
すけ

くん
平成 18年５月 18 日生まれ
（大島・小松開作新開）

岡
おか

﨑
ざき

　雫
しずく

ちゃん
平成 18年５月 15 日生まれ
（大島・東三蒲東浜北）

アロハキャンペーン
６月１日㈮～９月 20日㈭

　「アロハ」とは、「こんに
ちは」「ごきげんいかが」
など親しみを込めた呼びか
けに使われ、「よくいらっ
しゃいました」という意味
があります。周防大島町で
は、アロハシャツを着て「お
もてなしの心」で皆様を歓
迎します。

㈶山口県大島郡国際文化協会


